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喧 にじいろクリニック
地域とともに歩む

I
駆け抜けた3年半
片山茂明（にじいろクリニック院長）

2016年11月にオ ー プンしたにじいろクリニッ
クは、4年目に入っています。最初は右も左も分か
らず、内科の診療所が多くある場所での開設で不安
もありましたが現在はたくさんの患者さんを診さ
せていただけるようになりました。また、地域の病
院からもたくさんの紹介をいただいています。これ
は私一人ではとてもできることではなく、医療生協
のスタッフはもちろん、周りの訪問看護ステ ー ショ
ンや居宅介護支援事業所などとの連携協力の結果
であり、たいへん感謝しています。

病院勤務から転身して思うことは、往診のような
スタイルは時代の要請なのかなということです。こ
ちらから自宅や施設におもむき行う診察は、病院で
はすぐにできていたような検査ができません。X線
（レントゲン）1枚も撮れないなかで肺炎の診断を

|これからも地域とともに
古村章子さん（本山支部・前支部長）

にじいろクリニックが東灘区田中町に開設され
て3年半が過ぎました。この地域
は組合員さんが少ないということ
で、「拡大をどうしよう」と本山支
部役員会でよく話し合いをしまし
た。公園掃除でアピール。コー プ岡
本でのまちかど健康チェックを定
例開催。春と秋の健康まつりなど、

求められることもあり、慎重で繊細な判断を要しま
す。病院医の時には想像できなかった状況下での仕
事ですが、成立しています。コロナウイルスを挙げ
るまでもなく、一歩先がどのような世になっている
かは分かりません。その時代に即した医療を提供す
ることの大切さを感じています。これからもよろし
くお願いいたします。

取り組んできました。クリニックがコ ー プこうべの
高齢者住宅「ハイム本山」の敷地内にあり、 一般の
方も利用できますよ！との声かけ、ロコミが重要で
した。「ハイム本山」での片山先生の病気の勉強会
にも地域からの参加を呼びかけました。

今後もますますクリニックと組合員がひとつに
なっていろいろな取り組みが出来たらいいなと思
います。

特集これまでとこれから◎にじいろクリニック
特集2子宮頚がんワクチンを私たちはどう考えるか

'●介護相談室Q&A ID お知らせ
�総代会議案ダイジェスト

つながって助け合って健康づくり

私たちの4つの理念 1．組合員による組合員のための医療・介護•福祉をめざします 3．信頼ある仕事を常に追求する職員育成に努めます
法人ポリシー 2．健康と笑顔のあふれるまちづくりをすすめます 4．共同の力で平和と暮らしを守り抜きます
















